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              田  代   仁

 普 通 の 磁 邸 下 紬 藥中 には棚酸 が10～20%含 有 されて居 るが,何 故之 が必要 であるか に

就 ては未だ定量的 に研究 されて居 ない.聲 者は從來ガ ラスに就 て調 べ られて居 る智 識をf法郷 紬

藥の研究 に導入 し,鉱 榔袖 藥の重要 な る性質,EPち 熔 融度,膨 脹係数,化 學約耐 久性 よb上 の

貼 に關 し槍討 を行 つた.便 宜上SiO255%, Al2 tJ ?.5%。 C=し05%, Na2015%, K205%,

駐201;15%な る普通の下紬 を基畷紬 として選定 し,之 に含 有 され る側酸 含イ∫量 に批き考察 した・

 1)熔 融 度 }法郷 袖藥 は809～900℃ の焼成温度で熔 けて鍬板 を十分 に濡 らし,而 も2"-5

分 の 焼威時間 中に鐡板 か ら流 れ切 らす,薄 い暦 となつて留 まる程度の粘度 を有す る事が必要 で

ある.著 者 は白金 球引上法 に依つ て從來使 用 されて居 る下紬 の焼威温 度 に於 ける粘 度石澗定 し

た結果 、 その様 な粘度 は103s 1:0iseで あ る事 を確 めt=.之 よb粘 度 がIG:'・6 F。iseと な る溢度

を以 て粕 藥の熔融 度 と丈 義す ることとし,紬 藥 中の醐酸含有 量 に依 りこの熔融 度が如何 し変 化

す るか を次 の様 に して求 めた.第1圖 はNa2う18%, F・i〈)2(82-x)%な る・普通の ガラス中の

珪酸 を他 成分 で置換 した場合 に,粘 変が10i・6roisvと な る温度が憂 化す る有 様{ζ示す もので,

Gehlhoff其 他 の測定結果(Glastechn. TaMlm lOl頁)で あ る.第2圖 は之 と杢 く同様 な組
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域攣化 を行 う場 合に 睦て,從 來9亡aleア,τ 洩aηi醜oη等 に依 り勅 藥 の熔融 の難 易の目安 をつけ る

爲 に提 唱 された耐 火率 なる値の計算結 果であ る.雨 圖の曲線 の形厭 は槙 めて良 く一致 して居 る

故,爾 圖 を重ね合 す事 に依 り1>ttni(11.・enの 耐 火率 と著者 の定義 に依 る熔融 度 との關係 をタロる

事が出來 る.今 問題 とする基礎紬 の瑚酸 を他域分 で置換 す る場介 の耐火率 を言」算 で求 め る と第

3圖 の如 く雰 るが、之 と熔融 変 との關係'ミ上 の様 に第L2圖 よb求 め られ るか ら(之 を左右 の

縦軸 に示す),結 局閉 酸 を他 成分 で置換 す る場 缶,そ の熔融度(粘 変が103'c'p()iseと な る焼成

最適'温変)が 如何 に墾i化す るか を勾1る享 が出來 る.即 ちB203をSiO2叉 はA1203で5%置

換 して も焼 成最 適源度は50℃ 近 く上 昇 し,叉(k{(〉 で5%程tt置 換 して も20～30℃ 近 ～∠士 昇 す

る.焼 成盗度 は950℃ が 限度 であb,之 よ りこの程度の僅 か の置換 も既 に困難 な ことが解 る.

Na20, K20に よ る置換は差支 えない.

 2)膨 脹 係 敏 磁 郷 曉威 後冷去口中に粕 藥の膨脹係数が適當      穿 今 図     磁

であれば生擁1捌'で 剥裂}ま鱒 い・その許容範幽 鍛 ㌘鮒 鍼 殉

大 髄85～105×lO-i以 内 で あ る.紬 藥 の 膨 脹 係 数 は 成 分 酸 化 物
                               ヨゆ

の膨脹因 励 ら加鋤 にllト算で求める事が胴 ぐる・ そこで熔et

融度の場 径と同様に,ジ1寒礎 緬の棚酸 を他成分で置換した瘍合  膨12。

の線燃 係纏 臨 附 ・と第・圖の如醐 鵬 られ 蒲}・・ '・

る.但 しこの場合置換前のジ1畷紬(D線膨脹係蚊のみは石英示  数, 一 一 一一 》
                     、       ato。

翻 城 計 で實 測 し・置 免に依 る靴 働 誠 轍 化馴 彰脹 溜  、。. 範 ・

囚蜘 ・ら獅1す ・.・'J,法を採 ・つた.第 搬 は りB。・o、, ・Z' Na,() ↑9。 一 '9・
                                       A

で5%置 換 して も膨 脹係数 ぱ15× 10"T近 く塘加 し,許 容範                              80

囲 を超 え,叉CaOに よ る同量 の置換 と同様 の危瞼 のあ る事 が

解る.            ワb。5t。 ts
                                →x% 3)化學的

耐久性 この性質は揃 と同様に加威性て求める     ・'

事は出事ない.然 し棚酸をある限度以上加 えるとガラスの耐水,耐 酸性が急に悪化し,そ の限

度は大艦10～20%で ある事が實測により,叉 ガラス構造を基 とする理論か ら確められて居 る.

之 より芝1置礎袖の棚酸含有量15%は 適當な る値であ り,假 に他成分を減 じ,脹 酸含有量を櫓加す

るとして も現在より精 々5%の 壌加が可能であるに過ぎぬ事がわかる.

 以上3性 質を綜合すると。(1)り&礎 紬 中の1≧2e3を・5%減 じ,他 の成分で補充せん として も

SiO2及 びAC2ρ3で は熔融度が著しく上昇する爲に 出來す, CaO及 びNa20で は膨脹係数

が許容範【,ldを出るから1{1來ない.叉,(2)逆 にB203を5%以L増 加す る事 も化學的耐久性か

ら川來ない・從來の下kll中の棚酸含有量が10～20%内 である事はこの様な理山に基 くもの と考

えられる.
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